
　

伊
予
市
教
育
委
員
会
は
、
古
墳

時
代
の
伊
予
市
を
テ
ー
マ
に
し
た

『
埋
蔵
文
化
財
展
示
会
』
を
、
１０
月

１
日
か
ら
２９
日
ま
で
市
立
図
書
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

伊
予
市
に
は
、
県
内
で
最
も
古

い
石
器
群
（
約
２
万
５
千
年
前
）

と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
双
海

町
の
東
峰
遺
跡
を
は
じ
め
、
２８２
か

所
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
あ
り

ま
す
。
特
に
古
墳
時
代
は
、
弥
生

時
代
ま
で
の
文
化
を
基
盤
に
、
い

ち
早
く
大
陸
文
化
を
受
容
す
る
な

ど
、
瀬
戸
内
海
航
路
の
重
要
な
地

域
と
し
て
、
政
治
・
経
済
が
盛
ん

に
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
会
で
は
、
大
陸
文

化
の
伝
来
を
読
み
と
れ
る
古
墳
時

代
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
で
出
土
し

た
約
１００
点
の
重
要
な
埋
蔵
文
化
財

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
遠
い
祖
先

が
生
活
す
る
中
で
、
長
い
年
月
を

か
け
て
創
り
出
し
伝
え
ら
れ
た
文

化
遺
産
。
こ
の
展
示
物
の
代
表
的

な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

よ
み
が
え
る

古
墳
時
代
の

伊
予
市

　

古
墳
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
盛
り

土
を
も
っ
た
墳ふ

ん

ぼ墓
が
つ
く
ら
れ
た

時
代
を
い
い
ま
す
。
３
世
紀
後
半

か
ら
７
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
の
約
４００

年
間
で
す
。
畿き

な

い内
に
大
和
政
権
が

誕
生
し
、
そ
れ
に
各
地
の
豪
族
が

組
み
込
ま
れ
、
日
本
古
代
国
家
が

形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
市
内

で
も
、
こ
の
地
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
を
象
徴
す
る
古
墳
が
数
多
く

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、古
墳
の
形
、埋
葬
施
設
、

副
葬
品
は
大
き
く
変
化
し
続
け
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
古
墳
時
代
を

象
徴
す
る
前
方
後
円
墳
の
変
化
を

も
と
に
、
古
墳
時
代
を
前
期
・
中

期
・
後
期
の
３
期
に
区
分
し
て
い

ま
す
。

広報いよし(3)

古
墳
時
代
と
は
？

古
墳
時
代
の
年
表

西
暦

こ
と
が
ら

伊
予
市
の
遺
跡
群

２
３
９

倭わ

こ

く国
の
女
王
卑ひ

み

こ

弥
呼
が
魏ぎ

に
使
い
を

送
る

３
０
０

４
７
８

５
８
７

６
０
４

６
０
７

６
４
５

６
７
２

６
９
４

７
０
１

前
方
後
円
墳
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
る

大
和
王
権
を
中
心
と
す
る
政
治
的
な

ま
と
ま
り
が
つ
く
ら
れ
る

倭わ

お

う

ぶ

王
武
が
中
国
に
使
い
を
送
る

仏
教
文
化
が
伝
わ
っ
た

蘇そ

が我
氏
が
物も
の
の
べ部
氏
を
た
お
す

憲
法
十
七
条
の
制
定

隋ず
い

に
使
い
が
送
ら
れ
る

大
化
の
改
新

壬じ
ん
し
ん申
の
乱

藤
原
京
が
つ
く
ら
れ
る

大
宝
律
令
が
制
定
さ
れ
る

古
墳
時
代
前
期

嶺
昌
寺
古
墳
、
吹
上
の
森

１
号
墳 

ほ
か

古
墳
時
代
中
期

猪
の
窪
古
墳
群
、
太
郎
丸

遺
跡
、
市
場
南
組
窯
跡
、

猿
ヶ
谷
２
号
墳 

ほ
か

古
墳
時
代
後
期

猿
ヶ
谷
古
墳
群
、
上
三
谷

２
号
墳 

ほ
か

７
１
０

都
を
奈
良（
平
城
京
）
に
移
す

飛鳥時代・古墳時代 弥生時代奈良時代 時代



広報いよし (4)

市
内
で
出
土
さ
れ
た
遺
物

古墳時代

　 前 期　３世紀後

半から４世紀の間を古墳時代前期と区分しま

す。畿内で前方後円墳が出現しました。伊予

市では前期の遺跡はほとんど明らかになって

いませんが、この時期と思われる三角縁神獣

鏡が２面出土しています。

古墳時代

　 中 期　５世紀を

古墳時代中期と区分します。前方後円墳が各

地でつくられるようになります。また、朝鮮

半島の技術を取り入れ、須
す え き

恵器の生産が開始

されました。伊予市では渡来人と思われるお

墓、韓国の土器、須恵器生産の開始など、朝

鮮半島の文化が強くみられます。

　この鏡は、中国

からもたらされた

貴重なもの。こ

の鏡を持って

いた豪族の首

長は、畿内と

強い結びつき

を持っていたと

考えられる。県

内では３面出土され、

うち２面が市内で出土し

ている。

（愛媛県歴史文化博物館所蔵）

三
さんかくぶちしんじゅうきょう

角縁神獣鏡
（旧嶺昌寺付近出土、上三谷）

　昭和２０年代の開墾の際、吹上の森 1号

墳から方格四獣文鏡・筒形銅器・紡
ぼうすい

錘車

形石製品などが出土。出土品から古墳時

代前期末から中期初頭の古墳と考えられ

る。この時期の古墳は愛媛県下では吹上

の森 1号墳だけで、非常に珍しいもの。

方
ほうかくしじゅうもんきょう

格四獣文鏡・筒
つつがたどうき

形銅器
（吹上の森１号墳出土、宮下）

吹上の森１号墳（宮下）

旧嶺昌寺付近（上三谷）

　猪の窪古墳の箱式石棺内から男性２

体の人骨が検出。このうち１体は、身

長約１６７㎝と当時の瀬戸内では異例の

長身・長頭。また、頭部が当時主流だ

った北ではなく、朝鮮半島南部を向く

ように埋葬されていた。以上から、渡

来人の可能性もある。

人骨（猪の窪古墳出土、宮下）
　猿ヶ谷２号墳の封土内か

ら小型丸底壺・小型器台をは

じめとする韓国の土器（陶質

土器）が約２０点出土。これほ

どまとまって陶質土器が出土している例

は全国でも少ない。小型丸底壺と小型器

台が朝鮮半島でのセット関係を反映して

いることから、朝鮮半島と直接交流をし

ていた人物か、あるいは渡来人の墓が周

辺に築かれていたと考えられる。

（愛媛県歴史文化博物館所蔵）

小型丸
まるぞこつぼ

底壺・小型器
き だ い

台
（猿ヶ谷２号墳封土内出土、上三谷）

太郎丸遺跡（下三谷）

猿ヶ谷２号墳（上三谷）

市場南組窯跡（市場）

猪の窪古墳（宮下）



広報いよし(5)

古墳時代

　 後 期　６世紀か

ら７世紀中ごろまでを古墳時代後期と区分し

ます。朝鮮半島の影響で、金メッキを施した

馬
ば ぐ

具・武
ぶ ぐ

具・装
そう し ん ぐ

身具が流行しました。伊予市

では、後期の遺跡はそれほど明らかになって

いませんが、金メッキを施した馬具や大刀が

出土されたことで、渡来文化の影響が分かり、

首長の系
け い ふ

譜も想定できるようになりました。

　朝鮮半島から陶質土器がもたらされた直後、伊

予市でもその制作技術を取り入れ、市場南組窯跡

で須恵器生産がはじまった。窯で焼かれた須恵器

には、高杯（供
きょうぜん

膳用）、ハソウ（食卓用）、壺（貯蔵用）、

器台（器を置く台）、土錘（漁業用のおもり）などが

ある。

須
す え き

恵器（高
たかつき

杯、ハソウ、壺、器
き だ い

台、土
ど す い

錘）
（市場南組窯跡出土、市場）

　太郎丸遺跡から高杯・ハソウ・紡錘車（糸をまき

とる道具）・甑（蒸し器）など、多数の須恵器が出土

した。これらの多くは、市場南組窯跡あるいはそ

の周辺で焼かれたものと考えられている。

須
す え き

恵器（高
たかつき

杯、ハソウ、紡
ぼうすいしゃ

錘車、甑
こしき

）
（太郎丸遺跡出土、下三谷）

上三谷２号墳（上三谷）

猿ヶ谷２号墳（上三谷）

　横穴式石室内か

らｆ字鏡板付轡（馬

を制御するために

口にはめる道具）が

出土した。鉄板を

「ｆ」の形に加工し、

その上から金メッキを施し飾り馬につけた

と考えられている。

（愛媛県歴史文化博物館所蔵）

ｆ
え ふ じ

字鏡
かがみ

板
いたつき

付轡
くつわ

（猿ヶ谷２号墳出土、上三谷）

　横穴式石室内から鉄刀が１３点出土

した。金銅装飾されているもの、つば

をもつもの、細身のものなど形状は豊

富。　　　　　（愛媛県歴史文化博物館所蔵）

鉄製品（直刀）
（猿ヶ谷２号墳出土、上三谷）

須
す え き

恵器（装
そうしょくつきおおがたきだい

飾付大型器台）
（上三谷２号墳出土、上三谷）

　横穴式石室内から皿が付いた

大型の器台が出土した。全長は

約３０㎝。この装飾付大型器台は

特殊なもので、古墳の副葬用に

作られたと考えられている。

（愛媛県歴史文化博物館所蔵）

よみがえる
　　古墳時代の伊予市

甑

ハソウ

紡錘車

高杯

高杯

土錘

ハソウ

壺
器台


